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ポイント解説

総力戦で挑む宇宙開発
JAXA 法改正により、
宇宙開発を民間企業や大学とともに

インタビュー

文化庁、京都移転から１年
地域と共に歩む、文化芸術による地域創生

主体的な学びを支える
デジタル教科書の可能性

山梨県山梨市発！



  新たな文化行政の拠点、
  京都

―― 京都移転の経緯と目的は。
政府関係機関の東京一極集中を是正

するため、2015年3月、政府は東京都
を除く道府県に対して地方移転の提案
募集を出しました。その中で、京都府
など数か所の自治体より文化庁移転の
提案が提出され、2016年3月、文化庁

が京都に全面的に移転することが決定
しました。2017年4月に先行移転とし
て地域文化創生本部という組織を京都
に設置し、一部の職員がそこで業務を
スタートさせました。その後、移転に
向けた準備を重ね、2023年3月27日よ
り文化庁全体が京都で本格的に業務を
スタートしたのです。

単なる東京一極集中の是正にとどま
らず、グローバル展開やDX、観光や

地方創生に向けた文化財の保存活用を
はじめとする、新たな文化芸術の展開
を進めることを目的として京都で活動
しています。
―― 移転に伴い「食文化推進本部」
「文化観光推進本部」が新設されました。

文化庁の京都移転を契機に、2025 
年大阪・関西万博への貢献も見据えて
「食文化推進本部」と「文化観光推進
本部」を新たに設置しました。関係す
る施策の全国展開を図ることを目的と
し、全国各地における食文化や文化観
光の推進を通じた地方創生と、地方公
共団体との更なる連携を推進しています。

食文化推進本部では、食文化の魅力
発信や、食文化に関する顕彰の充実に
向けた取組を進めています。また、文
化観光推進本部は、地域の宝である文
化財について、官民連携で新しい価値
を創造し、持続可能な活用を推進する

　文化庁が京都に移転し、1年が経ちました。中央省庁が東京に集中している状況を是正し、地方創生を目指す
取組の一環として文化庁の移転計画が進められ、初めての中央省庁の地方移転として、2023年に京都での
業務がスタートしました。文化庁が京都に移転することで、文化行政の新たな展望が開かれることが期待されて
います。
　京都移転から1年が経った今、京都に移転して実感していることや、この1年間での活動、今後の見通しについ
て、文化庁京都担当の日向 信和 審議官にお話を聞きました。
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文化庁、
京都移転から1年
地域と共に歩む、文化芸術による
地域創生
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文部科学省大臣官房審議官
（文化庁京都担当）。
1993年文部省入省。文化庁政策課長、
文部科学省大臣官房総務課長などを経て、
2023年3月より現職。休日は家事に専念。

文化庁京都移転祝賀の集いと京都庁舎除幕式
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ため、文化財の活用を図る民間人材の
配置や、相談窓口の設置、セミナーの
全国開催、文化財を高付加価値化する
事業を進めています。

   地域に根付き、文化芸術の
   新たな価値を全国へ波及

―― この1年でどのような活動を行い
ましたか。

これまでとの違いで言えば、京都府
や滋賀県の若手職員との勉強会を開催
し、彼らとの対話の中で文化や歴史へ
の理解を深め、政策立案を考える「共
創・連携活動」を行っています。文化
庁の若手職員が、京都府・京都市の職
員とともに丹波漆の生産地を訪問した
り、滋賀県・大津市の職員とともに石
山寺に行って文化観光をテーマに意見
交換をしたりしました。

京都府、京都市、京都商工会議所
などからなる文化庁連携プラットフォ
ーム主催による文化庁移転記念コンサ
ート「きょう　ハレの日、」をはじめ、
様々なイベントが開催されてきました。
「地方創生」というキーワードを中心
に地域との絆も深めようとしています。

―― 具体的な成果はありましたか。
昨年7月には、文化庁と関西の経済

団体が連携し、関西全体で文化芸術立
国の実現に取り組むことについて、関
西広域連合、関西経済連合会などと共
同宣言を出しました。官民一体となっ
て我が国の文化芸術の国際発信とグロ
ーバル展開にビジネスの観点を取り入
れて戦略的に取り組む CBX（Cultural 
Business Transformation）の推進に
資する大きな一歩だと感じています。
こういった経済団体との連携によって
文化を観光やビジネスと繋げ、日本の
文化芸術を世界に発信していきます。
今後も全国で文化と経済の好循環に向
けて自治体や経済界との連携を進めて
いこうと思っています。

このように、地方創生のために関西
発で一丸となって新しい文化行政の取
組をしていこうとする活動は、京都に
移転したことが契機となりました。こ
うした京都移転を契機とした文化振興
の新たな展開は2024年度当初予算にも
反映されています。文化庁の仕事を進
めていくうえで大きな変化です。
―― そのほかに全国的な変化はあり
ますか。

文化庁の移転を契機に、文化政策に
力を入れていこうとする自治体が出始
めています。食文化推進本部と文化観
光推進本部の設置に伴い、昨年4月に
は地域における食文化と文化観光行政
のさらなる推進について全国の自治体
に向けて通知を出しました。石川県で
は食文化と文化観光の施策を部局横断
的に進めるための本部を立ち上げ、滋
賀県では文化庁との連携を強化するた
めの担当部署が設置されました。

今までの文化政策は、文化財を保護
したり、舞台芸術の支援など文化芸術
の振興が主でした。これからはこうい
った政策にとどまらず、観光や食、経
済といった周辺領域との繋がりを強化
しながら、新たに生み出される価値を
全国の文化芸術の継承・発展、創造や
活用に波及させていく予定です。

   国会対応・災害対応も
   変わりなく

―― 移転によって業務形態に変化は
ありましたか。

業務のデジタル化にも積極的に取り
組んでおり、東京にいた時よりもWeb
会議システムを利用する機会が増えま
した。専用のテレビ会議システムも導
入しました。こうしたデジタル技術を
活用した新しい働き方によって、移転
前と同等以上のパフォーマンスを出す
ように努めています。

今年1月に発生した能登半島地震につ
いても、これまでと変わらず迅速な災
害対応を行っています。文化財にもか
なりの被害が発生しました。文化庁は
各自治体や国立文化財機構と連携して
専門職員の現地派遣を行っており、被
害状況の早急な把握と緊急的な保全に
取り組んでいます。今後も被災状況に
応じて必要な支援をしっかりと行って
いきます。

   京都から日本文化の
   魅力発信を

―― 京都ならではのエピソードはあ
りますか。

今年1月には、京都市とナイト・カル
チャーをテーマにシンポジウムを共催
したのですが、その会場は能楽堂でし
た。全国からたくさんの参加者があり
ました。会場を能楽堂に選ぶのは京都
ならではの発想かと思います。

ほかには、職員が京都マラソンに参
加して、京都府・京都市と一緒に国内
外から参加する１万６千人を超えるラ
ンナーに向けて日本文化の魅力とそれ
ぞれの活動を紹介するPRブースを出し
たりもしました。

都倉長官は、祇園祭や時代祭など京
都の大きな祭りにも参加しました。祇
園祭では若手職員達も山鉾の曳き手と
して京都の街を練り歩きました。事前
に祇園祭の歴史を学ぶ勉強会を開き、
参加した職員から「祭りの意味がよく
理解でき、京都ならではの経験ができ

文化庁・関西広域連合・関西経済連合会・
文化庁連携プラットフォーム共同宣言の様子

京都府・京都市の職員との交流の様子
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た」という声を聞いています。実際に
地域のイベントに参加することで、よ
り文化への理解が深まっていると感じ
ています。

―― 今後の文化行政について展望を教
えてください。

2023年度の補正予算には、文化財
の保存・修理、クリエイターの育成支
援の基金確保などを盛り込みました。
2024年度の当初予算は、京都移転を契
機とした文化振興の新たな展開に必要
な経費を盛り込んでいます。具体的に
は、歴史ある町並みや城郭など、地域

の誇りである文化財の保存活用の一体
的な推進や、伝統的酒造りなど和食の
魅力発信、地域の伝統食の振興といっ
た、食文化の振興加速化に必要な経費
に重点を置いています。こういった予
算を活用して、関西だけではなく、全
国でも文化庁の京都移転による変化と
その成果を感じてもらえるよう、新た
な文化行政を展開していきたいと思っ
ています。

移転してきた時から全国の文化芸術
関係者と意識的に交流することを心掛
けており、都倉長官と各界の著名人と
の対談をシリーズ化する取り組みも始
めています。文化庁のYouTubeチャ
ンネルで対談動画を配信しており、京
都の文化芸術関係者との対談も進めて
いるところです。

京都は千年の都と言います。長い歴
史のある街に身を置いてようやく1年が
経ったところです。小さな一歩を歩み

始めたところですが、文化庁を多くの
方に知っていただき、文化芸術による
地方創生を実現していきたいと思います。

①文化情報発信室　②長官室　③階段ステンドグラス　④文化庁外観

『Meeting Wisdom』

文化庁長官 都倉俊一が

第一線で活躍する方々

の英知を引き出す対談

このインタビューもWeb会議システムを用い
京都－東京間で行った

京都マラソンでのPRブース
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●JAXAって何？

　宇宙航空研究開発機構（JAXA）は、2003年に宇宙科学研
究所（ISAS）、航空宇宙技術研究所（NAL）、宇宙開発事
業団（NASDA）の3機関が統合して誕生しました。政府全

体の宇宙開発利用を技術で支える中核的実施機関と位置付け
られ、宇宙航空分野の基礎研究から開発・利用に至るまで
一貫して行っています。記憶に新しいところでは、2024年1
月20日、月への着陸に成功した『SLIM（Smart Lander for 
Investigating Moon）』や、２月17日に打上げに成功した
『H3ロケット』もJAXAによるプロジェクトです。

●JAXA法の改正を通じて民間企業や大学

　等の研究開発を支える

　JAXAの目的・業務の範囲等について定めているのが
JAXA法です。これまでのJAXA法では、JAXA自身が行う
ロケットや人工衛星、国際宇宙ステーション、航空機など
の研究開発業務やその成果の普及・活用の促進に関する
業務等が規定されていました。これに加えて、今回の法改

～文部科学省の注目度の高いトピックについて解説します～
ポ イ ン ト 解 説

　　

　　▶  2024年3月、宇宙戦略基金を設置。

　　▶  法改正によってJAXAが民間企業や大学の宇宙開発支援をできるように。

　　▶  リスクを伴う研究開発や事業にも、国が資金面で支援できる仕組みが成立。

　人類の活動領域の拡大や宇宙空間からの地球の諸課題の解決が本格的に進展し、経済・社会の変革（スペース・トラ

ンスフォメーション）がもたらされつつあります。宇宙と聞くと、遠い世界の話のように感じられるかもしれません。しかし、

私たちの生活はすでに多くの宇宙技術に支えられています。例えば、天気予報には気象衛星の観測データが用いられて

いたり、スマートフォンの地図アプリでは測位衛星の位置情報によって道案内がされたりしています。宇宙は遠い“夢”で

はなく、すでに身近な“現実”です。

　宇宙が私たちの身近なものになった今、多くの国が宇宙開発を強力に推進するなど、国際的な宇宙開発競争が激化

しています。変化をもたらす技術進歩が急速に進展しており、我が国の技術力の革新と底上げが急務となっています。

　このような背景を受け、文部科学省では、国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構法（JAXA法）を改正し、

2024年2月26日に施行しました。そこで、JAXA法改正によって宇宙開発がどう変わるのかをご紹介します。

総力戦で挑む宇宙開発
JAXA法改正により、宇宙開発を

民間企業や大学とともに

「きぼう」から放出される超小型衛星 「BEAK」（東京大学）（CubeSatタイプ）の様子 　画像提供： JAXA/NASA

H3試験機２号機打上げ　©️ JAXA
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正で、JAXAの目的・業務に「宇宙空間を利用した事業の
実施を目的として民間事業者等が行う先端的な研究開発
に対する助成」が追加されました。これにより、JAXAが
これまで培ってきた宇宙航空関連の知見をいかし、JAXA
から民間企業・大学等が行う研究開発への助成が可能と
なります。つまり、JAXAは自らの研究開発に加えて、宇
宙関連事業の実現を目指す民間企業等が実施する研究
開発を資金供給により支えることができます。この資金
供給機能を強化するために、JAXA法の改正に合わせて、
2023年度補正予算により、文部科学省と内閣府・経済産
業省・総務省が協力し、JAXAに『宇宙戦略基金』を創設
しました。

●宇宙戦略基金って何？

　そもそも基金とはなんでしょうか。基金とは、特定の事
業目的のために国が積み立てる資金です。宇宙分野の研究
開発は、その特徴として、長期間を要し、宇宙特有の様々
な技術課題や事業化リスクに直面しやすいなど、進捗予測
が困難であり、不確実性が伴うといった特徴が存在します。
こうした中で、我が国の民間企業や大学等が、革新的な研
究開発や事業化に主体的に取り組むためには、複数年度に
わたる財源の見通しを示すとともに、研究開発の進捗に応
じて、柔軟かつ効率的な支援を可能とする仕組みが重要です。
　そこで、宇宙分野の産学官の結節点であるJAXAに、最
長10年間にわたって、民間企業や大学等への戦略的かつ
弾力的な資金供給を可能とする「宇宙戦略基金」を設置し
ました。

　この宇宙戦略基金では、「輸送」「衛星等」「探査等」の
３つの分野を対象に、宇宙における
・関連市場の拡大
・地球規模課題、社会課題の解決への貢献
・知の探究活動の深化及び基盤技術力の強化
を目標として研究開発への支援を実施します。

●これからの日本の宇宙開発

　今回の法改正により、日本の宇宙政策の5か年計画が
定められた『宇宙基本計画（令和5年6月13日閣議決
定）』で謳われている以下の取組が具体化されます。

　宇宙開発では大規模な資金が必要になる場合が多く、
これまでは国が先導し、日本における主な宇宙開発は
JAXAを起点に行われてきました。国際的な宇宙開発競
争において、民間企業や大学等の存在感が増す中、我が国
でも、これから宇宙開発の経験・知見をもつJAXAが中心
となって基金を活用し、民間企業や大学等による研究開
発を支援し、総力戦で挑むことになると考えます。こうし
た取組において、JAXAが産学官の技術開発等の一層の
結節点として活躍することを期待しています。
　民間企業等のみなさんによる宇宙関連事業への挑戦
を、研究開発段階から、国が応援できることになりまし
た。今後の宇宙開発の主体は、国から民間企業・大学等へ
と広がっていきます。宇宙開発に参画する大きなチャンス
と捉えていただければと思います。
　文部科学省では、今後も民間企業や大学等の皆さまと共に、
宇宙技術によって地球上の様々な課題の解決に貢献し、より
豊かな経済・社会活動の実現を目指していきます。

JAXA調布航空宇宙センターにおける月極域探査機 LUPEX （Lunar Polar Exploration）

ローバの走行系試験 （１輪登坂試験）の様子 （ 撮影2023年2月）　©️JAXA

大学や研究機関、民間企業等が開発した部品や機器、超小型衛星、キューブサットに宇宙実証

の機会を提供する革新的衛星技術実証プログラムの小型実証衛星２号機 （RAISE-2）フライト

モデル （ 撮影2021年8月）　©️JAXA

宇宙基本計画 （2023年6月13日閣議決定）抜粋

・JAXA の先端・基盤技術開発能力と、JAXA による大学や

　民間事業者の支援機能を強化し、JAXA、大学及び民間

　事業者が失敗を恐れずにチャレンジすることで、我が国の

　宇宙産業を支える技術的優位性を継続的に作り続ける。

・JAXA の戦略的かつ弾力的な資金供給機能を強化する。

　これにより、JAXA を、産学官・国内外における技術開発・

　実証、人材、技術情報等における結節点として活用し、産学官

　の日本の総力を結集することで、宇宙技術戦略に従って、

　商業化支援、フロンティア開拓、先端・基盤技術開発などの

　強化に取り組む。

(国研)宇宙航 空研究開発機構

委託・助成金交付

民間企業 ・大学等

内閣府・総務省・文科省・経産省

基金造成
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　2024年4月、全国の小学5年生から中学3年生を対象に、英語のデジタル教科書の導入が本格的に始まりました。

デジタル教科書とは、紙の教科書の内容を全てそのまま記録したデータ版の教材のことで、動画・音声やアニメーション

等のコンテンツ （補助教材）と組み合わせて学び方の幅を広げ、児童生徒の学習の充実を図ることが期待されています。

　デジタル教科書だからこそ実現可能な授業方法や子供たちの反応について、先行して授業で使用してきた小学校の

先生と市の教育委員会にお話を聞きました。

   驚くほどスムーズな導入

山梨市加納岩小学校では、2023年
度の実証研究校として全国に先駆けて
デジタル教科書を用いた授業を始めて
います。6年生の英語の授業を担当す
る藤木真里佳先生は、以前から教師用
デジタル教科書は使用していましたが、
子供たちが学習者用デジタル教科書を
手にした時にどういう使い方をするの
か想像がつかず、最初は不安を覚えて
いたそうです。
「実際に学習者用デジタル教科書を使
ってみたら、子供たちが自由に、どん
どん使っていく様子がみられ、私の不
安は払拭されました」

子供たちはそれまで先生が教師用
デジタル教科書を使う様子をよく観察
していたようで、使い方を真似ている
ようでした。最初におおまかな操作説
明は行いましたが、そこからは習うよ
り慣れろのスタイルで、子供たち自ら
使いこなし、必要があれば周りの友達
に「そのページにはどうやっていく
の？」と尋ねて解決することができた
ので、操作上で困ることや課題はなか
ったそうです。

藤木先生は、学習者用デジタル教科
書の導入に抵抗を感じていたのは子供
たちではなく大人たちの方だったと導
入当時のことを振り返ります。「授業
の流れを変えないといけない、これま

山梨県山梨市立加納岩小学校

藤木　真里佳 先生

山梨県山梨市教育委員会　

指導主事　志村　貴美子さん

お話を聞いた人

現 場 か ら
山梨県山梨市

発!

主体的な学びを支える

デジタル教科書の可能性

小学校英語教科書の例。タップして音声を聞いたり、書き込んだりできる。

令和6年度小学校英語用教科書 「Here We Go! 5」46、47頁、光村図書出版株式会社

学習者用デジタル教科書

について 詳細

（文部科学省HP）
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でのやり方では通用しなくなる」という
不安がその原因だったと今では考えてい
るそうです。子供たちが積極的にデジタ
ル教科書に触れ、どんどんと使いこなし
ていく様子を見て、今までの授業構成自
体を大きく変えていこうと前向きに考え
始めることができたといいます。

   自ら学習し課題解決
   するためのツール

英語のデジタル教科書は、音声を自
由に再生して語彙や表現の発音や使い
方の確認ができます。自分のペースで
繰り返し納得するまで音声を聞けるこ
とはとても大きなメリットだと藤木先
生は考えています。繰り返し音声を聞
くことが可能になったことで、既習に
戻ることが簡単になりました。小学校
の英語の教科書には文字表記が少なく、
イラストがメインであるため、紙の教
科書では、子供たちが自分で調べよう
と思っても単語を書き留めておくしか
できることがありませんでした。今で
は子供たちが疑問を持った時に、先生
が答えを教えるのではなく「教科書に
はなんて載っているかな？」と自ら調
べるように促しています。
「子供たちに改めて聞いてみましたが、
『デジタル教科書はあったほうがい
い』と即答してくれました」

と藤木先生。子供たちに理由を訊
くと「分からないことを自分で調べら
れる」「英語が話せるようになった気
がする」という回答があったそうです。
家庭学習が容易になったことで、保護
者からも「こんなに自分の子が英語を
上手に話せると思わなかった」という
感想がありました。

   思考力・判断力・表現力を
   鍛える授業に変化

授業構成に関して藤木先生は、思考
力・判断力・表現力を育むことに時間
を割くように変えました。以前は、1
単元のうち1、2時間は語彙や表現の獲
得など知識・技能面を支える授業に充
てていました。授業回数を重ねていく
ごとに、思考力・判断力・表現力を鍛
えるために多くの時間を充てる構成で
進めており、目的・場面・状況を考え
ながら単元のゴールに向かうためには、
時間が足りないと感じていました。デ
ジタル教科書によって、子供たちが家
庭でもリスニング教材やアニメーショ
ン教材に立ち返って自主的に学習でき
るようになり、自分で解決する力を身
に着けてきたことで、授業では1時間
目からどんどんアウトプットをさせト
ライアンドエラーを繰り返すことが可
能になりました。英語の授業で重要な
目的・場面・状況に立ち返る時間を増
やし、目的を達成するために今の英語
は十分かと問い返して吟味する時間を
確保して、1時間目から単元末のゴー
ルに向かって必要な事柄を練り上げて
いく授業になりました。

具体的には、２～３分のデジタル教
科書を使用した個別学習の時間と、言語
活動の時間を1セットとし、これを繰り
返すことで単元のゴールの活動に向かえ
るようにしています。必要に応じて、英
語で伝える目的・場面・状況に立ち返り
ながら、粘り強く学びを積み重ねていき
ます。この機会こそが、子供たちの思考
力・判断力・表現力を鍛える時間だと藤
木先生は考えています。
「語彙の獲得が不十分なままでは、自

信を持ってアウトプットはできません。
デジタル教科書という自分で学ぶツー
ルを得たことで、子供たちが自信を持
ってアウトプットができるようになり
ました。そのような姿に背を押され、
私も思い切って授業構成を変えること
ができました」

   一人一人自分のペースで
   着実に成長

藤木先生の学級では、デジタル教科
書を用いた家庭学習の取組をスプレッ
ドシートで管理しています。子供たち
自身が「今自分に必要な学びは何か」
を考えて自ら家庭学習の課題を設定し、
各自の取組をスプレッドシートに記入
します。藤木先生は「個人が抱えてい
るつまずきポイントを一目で把握する
ことができるようになった」と話し、
一人一人により寄り添ったサポートが
できているといいます。

このような加納岩小学校の授業を踏
まえて、山梨市教育委員会の指導主事
である志村貴美子さんはデジタル教科
書の効果を次のように分析しています。

一つ目は、子供たちの学びと思考
を促すためのツールとしての役割です。
デジタル教科書の使用自体が目的化し
てしまうことがしばしば懸念されます
が、子供たちの学びを促し気付きを深
めていくための道具であることが、実
際に使うとわかります。

二つ目は、授業と家庭学習の往還で
す。デジタル教科書を使った予習や復
習が授業に活かされる様子が見られて
います。子供たちからも「あの時この
ようなことを学んだね」と声が上がる
ようになりました。
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三つ目は、他者参照です。スプレッ
ドシートを用いた学びの見える化をは
じめ、子供たちは友達と学びを共有し
ヒントが得られます。こうした協働的
な学びによって、学び方自体を学ぶ効
果もありました。
「2度目の研究授業に伺った時、子供
たちの主体的自律的に学ぶ姿の変化に
衝撃を受けました」と志村さん。子供
たちが先生の指示をただ聞くだけでな
く、自ら課題を見つけ、「次は何をし
よう」とアイディアを出すなど、デジ
タル教科書が自ら学びを獲得する仕組
みに繋がっていました。
「子供たち全員が同じスピードで学べ
るわけではありません。個別最適な学
びの観点でデジタル教科書が役立って
いるとの実感の声が先生達から聞こえ
てきます。英語が苦手な子供が『楽し
い』と言った話も聞いています」

   地域の小中学校全体での
   情報共有

とはいえ、慣れないうちはデジタル
教科書の活用に困難を感じる先生もい
るはずです。

山梨市では指導者の資質向上のため、
先生同士の情報共有を推進しています。

市のデジタル教科書推進委員会では、
研究授業を実施し、学習上役立つ機能
や家庭学習の取り組み方、有効な学習
展開など成果を共有しました。また英
語科推進委員会では、デジタル教科書
を用いた授業を始めている小中学校の
先生方に実践事例集をまとめてもらい、
市内の先生がデジタル上でいつでも参
照できる環境を整備しています。
「まずは先生方の授業力を高めていく
活動を、学習会や研究会などの場面を
通して行っています」

山梨市では、授業方法を模索しなが
ら実践を重ね、課題や改善策を山梨市
内の学校に共有する形で、学校のサポ
ートを続けていくといいます。教育委
員会の志村さんは「子供たちの学びが
中学校にも繋がっていくよう、市全体
で今後も学びの接続に力を入れていき
たい」と意気込みます。

   自立した学習者の
   育成のために

今後の授業の展望について加納岩小
学校の藤木先生は、子供たちをより自
走させていくことが挑戦だと話します。
授業づくりでは、より明確な目的・場
面・状況を設定し、粘り強く立ち返ら
せることで、子供たちの「もっとこう
いうことがやれたらいいな」という思
考が働いていくことを期待しています。
「教師のガイドがなくても、思考を整
理しながら積み重ねていける子供たち
を育てたい」と藤木先生。デジタル教
科書という自分で調べることのできる
ツールが、子供たちの「自分で頑張っ
てみよう」という意欲にも繋がると考
えています。

教育委員会の志村さんも、「学びた
いことを学びたい時に学べることを実
現できれば、子供たちも楽しくなりま
すし、やってみようという気持ちにな
ることが期待できます」といいます。

文部科学省では、全国におけるデジ
タル教科書の積極的な活用を推進すべ
く、ガイドブックや研修動画を公表
しており、「学習者用デジタル教科書
実践事例集」では、デジタル教科書の
効果的な活用のポイントや学習効果を
高める工夫について紹介しています。
これからも、デジタル教科書を使って
子供たちの主体的・対話的な深い学び
を促進しようとする自治体、先生を後
押ししていきます。

山梨県山梨市

甲府盆地の東部に位置する。面積の８割を森

林が占め、笛吹川やその支流などがもたらす

肥沃な土地の恩恵を受け、なだらかな斜面や

平坦地に広がる桃・ぶどうの果樹園は、美し

い景観をおりなすとともに、県内有数の生産

量を誇っている。

山梨市の魅力
豊かな自然や歴史に彩られた名所が盛
りだくさんの山梨市。その魅力の一端
をご紹介。

西沢渓谷
秩父多摩甲斐国

立公 園 内に位 置

し、国内屈指の渓

谷 美を誇る景 勝

地。巨大な花崗岩

を清流が侵食して

できた渓谷は、天

然の芸術のごとく

原生林を流れる渓

自然

笛吹川フルーツ公園
果物をテーマにした都市公園。郊外の高台

に位置し、正面に富士山、遠くに南アルプス

などの山々が一望でき、夜には満点の星空

と甲府盆地の夜景がすばらしく、 「新日本

三大夜景」に認定されるなど景色は抜群。

楽しみ方もいろいろのスポット。

施設

根津記念館
「鉄道王」と呼ばれた初代・根津嘉一郎の

実家 「根津家」の邸宅を、保存・公開する施

設。敷地6,700平方メートルの中には、国の

登録有形文化財である長屋門、旧主屋、土

蔵など昭和初期の建築物がある。富士山を

借景した庭には、山野草や広葉樹も多く、四

季折々の表情を楽しむことができる。

歴史

フルーツ狩り
フルーツ王国山梨市の魅力ある果物 「ぶど

う」「もも」「さくらんぼ」「いちご」などのフルーツ

狩りを楽しむことができる。中でもシャインマ

スカットは、幅広い年齢層にも人気。現地で

なければ食べられないもぎたての味覚は、最

大の魅力。

食

流がいくつも滝を作り、神秘的な魅力に満ち

溢れている。 「日本滝百景」の一つ 「七ツ釜五

段の滝」は圧巻。

山梨市デジタル教科書推進委員会の研究会
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Mathematics

文部科学省内で行われているイベントや展示等を中心に、
文部科学行政に関わるニュースをお届けします。今回は、文部
科学省が毎年制作している学習用ポスターをご紹介します。N E W S

学習資料「一家に1枚　世界とつながる“数理”」
20周年を迎える科学技術の学習用ポスター、令和6年度版を公開

“数理” とは、 「数学を道具として使うこ

と」 です。 こう書くと馴染みがないものと思

われるかもしれませんが、 実は、 積み木遊

びのように、 子供たちがシンプルな数

や形を使って遊ぶ段階から、 意識

せず使 っているものです。もちろん、

大人になっても日常生活の様々な

場面で “数理” が見受けられます。

　　　　ポスターの入口となる中央

部分では、 誰もがその場面をイメ

ー ジできるような３つの事 例 （や

まびこ、 人形を置くとき、 多数決）

を紹介することで、 “数理” の考え方   

である 「世界のものごとを数や図形の

関係で表して、 その数学的な性質を利用し、

理解したり答えを出したりすること」 を自 然に

使って生活しているというメッセージを伝えて

います。

　　　周囲のメイン部分では、 実世界や社会で “数理” が利用されている具体的な事例を配置し、 世界の様々

な事象 （森羅万象） が、 “数理” を使って理解されていることや、 “数理” を利用していることを知ることがで

きるようにしています。 例えば、 「薬の量と飲む回数はどのように決められるか」 や 「マンホールのふたの形の

理由」 など、 普段当たり前に利用している事柄には “数理” を利用したものが数多くあります。

　　　その他にも、 「祝日 「春分の日」 の決め方」 や 「生き物が生きていた年代の予測」　のように、 “数理 ”

が予　　測や分析にも使われていることを示し、 このポスターを見た方が “数理” という考え方を意識してもらえ

るようになる、 さらには自分で使ってみようと思えるようになることを目指しました。

　　　両端のコラム欄では、 「人類と数理」、 「表現と数理」 というタイトルで、 自然科学分野のみならず、 人文

科学分野や芸術分野における数理の紹介もしています。

ポスター全体図
⬆

- 10 -



N E W S

「一家に1枚」 とは？

　毎年、 4月18日の 「発明の日」 を含む一週間 （2024年は、 4月15日 （月） ～

21日 （日）） は 「科学技術週間」 とされており、 全国で科学技術に関する様々なイベ

ントなどが実施されます。

　文部科学省では、 この科学技術週間にあわせ、 2005年より、 国民の皆様の科学技

術に触れる機会を増やし、 基礎的 ・ 普遍的な科学知識を普及させることを目的としたポ

スター 「学習資料　一家に1枚」 を制作しています。 全国の学校や科学館に配布してい

る他、 文部科学省の科学技術週間Web サイトから無料でダウンロードできます。

企画 ・ 監修　理化学研究所数理創造プログラム （iTHEMS: アイテムズ）

iTHEMSは、 数理科学を軸に分野横断研究を推進している、 2016年に立ち上がった新しい研究組織です。

この 「一家に１枚」 のような科学コミュニケーションにも積極的に取り組んでいます。

身の回りのものごとをモデル化して数や図形で表し、 その性質を使って現実世界の答えにたどり着く “数

理” の考え方は、 より一般的には 「帰納」 と 「演繹」 という現実の社会で大切な考え方に繋がります。 例えば、

売れる商品を作るには、 顧客に対するアンケートやインタビューの調査を行って、 「調査からある傾向や法則が

わかった。 だから、 これからの商品はこうすると売れる」 という、 帰納と演繹を組み合わせた考え方が有効で

す。 「数理」 の考え方、 帰納と演繹を意識し、 活用できるようになると、 アイディアを練ったり、 ビジネスを行

ったりする際に有効です。

ポスター解説 （協力 ・ 理研iTHEMS 「一家に１枚　世界とつながる “数理”」 制作チーム）
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